
ハシボソガラス ＜留鳥＞
くちばし

ハシブトガラスより小さく嘴も
にご

細め。ガァー、ガァーと濁った声
で鳴き、家族を中心に生活をする
グループもあります。電柱にも巣
を作り、人間社会とのかかわりも
大きいです。

オオジュリン ＜冬鳥＞
あまおおい

ヒバリ ＜留鳥＞

つ

たけ

　上面は茶色で雨覆は赤味があり、
下面にはたてじまがあります。河
原のアシ原でよく見かけます。雄
は目立つ草などにとまり、ゆっく
りした声でさえずります。夏は北
海道などに渡り、オスは頭が黒く
なります。

　スズメのような色をしています
が、頭の後ろの羽が長く、緊張す
ると立てることもあります。春を
告げる身近な野鳥として親しまれ
ています。上空でさえずっていた
り、丈の低い開けた草地で見かけ
たりします。酒匂川の河原でよく
見られます。

双眼鏡の使い方 コラム

野鳥を観察する際、双眼鏡が
あると便利です。８倍程度の倍
率のものが使いやすく、あまり
重たくないものを選びましょう。
また、野鳥を見る前に、双眼鏡
の調節が必要です。

ピント合わせ
やや遠くの目標物を決め、ま
ず左眼でレンズをのぞきながら
ピントを合わせましょう。ピン
トは中央のリングを使って合わ
せます。

し ど

視度調節
右眼と左眼の視力が違う場合
があります。そのため、今度は

せつ がん

右眼で見ながら、接眼レンズに
ある視度調節リングを動かして、
ピントを合わせます。

幅合わせ
し や

　双眼鏡の左右を持って角度を
変え、両眼で見たときに視野が
丸く一つの円になるように調節
します。
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